
特別企画　ウィズコロナ・アフターコロナのオフィス改革

2　日本貿易会 月報

第１回
オフィス活用事例

日本貿易会
「業界の課題解決のための最適空間」

新型コロナウイルス感染症が流行して一年以上が経過しました。ステイホームの推奨に伴い、
テレワーク環境が整備されるなど、私たちの働き方は急激に変化しました。こうした中で、オ
フィスの位置付けはどうなっていくのか、2021年度はオフィスの持つ意味と働き方をテーマ
に取り上げ、特別企画として連載します。

今回は第1回として日本貿易会のオフィスを取り上げます。2021年1月に浜松町から霞が
関に移転した新オフィスは、会員の皆さまとご一緒する場・空間について会員ファーストの視
点で、徹底的に考え抜いた「業界の課題解決のための最適空間」です。前代未聞のコロナ禍で
どのようにオフィスが活用されているのかご紹介します。

ウェブ記者会見、記者発表の実施
オフィスからリモートで2月17日に会長定例記者会見、3

月30日にディスカッション・ペーパー「グローバル・バリュー
チェーンとアフターコロナにおける商社の役割」記者発表を
行いました。密を避けるため、記者の方々には個々にZoom
にアクセスしていただき、質疑応答も含め終始滞りなく取り
進めることができました。

ハイブリッド形式での委員会の実施
委員会等の会合はウェブのみでの開催が中心ですが、実開

催とミックスしたハイブリッド形式で開催した会合もありま
す。安心して参加いただけるよう、検温、手指消毒、換気を
徹底し、参加者の間に十分なソーシャルディスタンスを確保
しかつアクリル板を設置しました。非接触型体温計、サーモ
グラフィー、二酸化炭素濃度計を常備するなど、引き続き安
全快適な会合開催のための工夫を凝らしていきます。

コロナ禍での執務スペース、交流スペース
ABW（P.4−5 稲水氏寄稿参照）を意識した執務スペース、

受付横の交流スペースは、来会された会員や当会職員の一層
の交流を促す設計となっています。会員の皆さまと交流でき
る日常が一日も早く戻ることを願いつつ、今は出勤率を抑え、
我慢の時期を乗り切る所存です。

月報1・2月号のJFTCニューズレターに移転までの過程を掲
載しています。合わせてご覧ください。
https://www.jftc.jp/ebook/geppo794/HTML5/
pc.html#/page/44

会長定例記者会見の様子

セクションを越えたコミュニケーショ
ンや多様な執務形態を促すべく、執務
スペースにはバラエティーに富んだデ
スク＆チェアを配置しました

第1回特別研究会の様子




